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【抄録】BNCT 用小型加速器中性子源で用いるビーム減速照射装置（BSA）に追設し、中性子をがん患部

に絞って照射する「延長コリメータ」において、熱外中性子束強度の減少を抑え、IAEAが推奨する中性子

特性を維持するコリメータ構造を、PHITS解析を用いて検討した。 
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1. 緒言  がん細胞を個別に殺せる可能性をもつホウ素中性子捕捉

療法(Boron Neutron Capture Therapy: BNCT) が注目され、国内外でそ

の開発が進められている。名古屋大学ではダイナミトロン陽子加速

器（2.8 MeV, 15 mA）と Li 封入ターゲットを用いて BNCT 用小型加

速器中性子源の開発を進めている。Li 封入ターゲットに陽子ビーム

を照射、 
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Be 反応で生成された高速中性子はビーム減速照

射装置（BSA）で熱外領域まで減速され、治療部位に照射される。

BSA から出射された熱外中性子をがん患部形状に合わせて絞り照射

するために「延長コリメータ [1]」が用いられるが、頭頚部がんのよ

うに BSA出射口とがん患部の距離が大きくなると、熱外中性子束強

度が減少し、IAEAが推奨する中性子特性の維持が難しい、などの課

題があった。本発表では、中性子の減少が小さく、中性子特性を維

持可能な「改良型延長コリメータ」の構造を PHITS 解析で検討した

結果を報告する。 

2. 計算・結果  BSA と延長コリメータ構造の一例を図 1 に示す。

改良型延長コリメータ（長さ 15 cm）を用いた場合、中性子ビーム強

度を 30%向上でき、高速中性子成分も基準値以下にできることが分

かった。今後、熱外中性子束の増加と中性子線質の維持を両立する

コリメータ構造・材質に関する検討を進める。 
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図 2  ノズルの有無による 

熱外中性子強度の比較 

図 1  BSAとコリメータ構造 
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